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會 員 九 山 儀 四 郎(九 州帝大理學部)

此の論文の後半に於て,次 の諸分布:

Poissonの 分 布

二 項'分 布

Pasca1の 分 布

を使用せん とす る場 合,そ の 何れ を用ふべ きかに対する 一つの 判定法 を與へてゐる.方 法は(1),

(2),(3)何 れ に対して も同様 であ るか ら,以 下(2)に 就 いて考へる.(2)は 次 の定差方程式 を満足

或は

両邊に(x+1)esを 掛 けて右邊 をxの 篁に展開 すると

o;,を 原 黙 の 周 りのn次 のmoment,即 ち

とすれば,上 の式の両邊 をxtc就 き0か らk迄 加へる事に依 り次の回鰯式が得られる・

特 に11=O,1と 置 き

最後に求 める式の形 を簡単 にするた めにSemiinvariants,即 ち



なろ如 き μ1,μ2を 用ふれ ば良 く知 られてゐ る公式 に依 つて

故に

之を(4)に 代入すれば

(1)及(3)に対して も全 く同 じ定差方程式が得 られ る。但 し(1)に 於 ては,A=μ2=λ,從 つて

となる.叉(3)に対して は

從つ て μ2>μ1で ある.結 局(1),(2),(3)の 各 々に対して

而 して(1)な るか,(2)な るか,(2)な る かに從ひ夫 々

であ る・故に(1),(2),(3)を 用 ひん とすれぼ,與 へ られたsampleに 就 いて α(x)の 値 を計算 し
,之

が大略1に 等 しくなるか 否か を見る.而 して α② の 値が総べ てのxに対して 大略1に 等 しい場合

に 画,μ2が 特に両 者の大 小關係の何れ を満足 して ゐると見るべ きか を知 りて(1) ,(2),(3)の 何れ を

用ふ べ きか を決定 する.'.

例1.RutherfordとGeigerは 或tS-一一定 時間内にPoloniumか ら 出るa粒 子の数 を観測 して

次の結 果 を得た．ｘ は α粒子の数,Ｈ(∫)は ∫な る観測 値 を得た観 測 回数 とする.
●

之 か ら 計 写 す る と,,Ptl=3.88=Aを 得 る.

のx=O,1,… …,13に対する 値 を 計 算 す る と



依つて λ=3・99tし てP・iss・nの 分布f〈x)一 守 を用ふれ ば

例2・2000頭 の 牝豚のMtillerの 腺 の数に就いて次の様 であつた .

之 に対して は μ1=3.5,Pt2=2.8,μ1>μ2と 見 る べ き で あ る.而 して

依つて(2)を 用ふれば

例3・v・Bortkiewiczに 依 る と1869-1893に 於 ける普魯西の 子供の 自殺者の数 に就い て

であ る・但 し κは某一年間に 於ける 自殺者数 ,π(の は 自殺者 κを出 した年の数.之 に就いては

μ1=1.96,Pt,・ ・2.46,μ2>μ1.而 して

依つてPasca1の 分 布 を用 ひる と

v.BortkiewiczがPoissonの 分 布 で計算 した結 果に依 る と

Pasca1の 分 布 に依 る方が良好 である.


